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敎
授
が
そ
の
陣
利
な
る
分
柝
と
精
«

な
る
理
論
的
稱
成
を
以
つ
‘て
&

氤
經
濟
學
に
多
太
の
寄
與
を
な
し
つ
\
あ
る
は
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に 

人
の
知
：る
と
こ
ろ
で
あ
り
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其
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主
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營
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及
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邦
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於
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翻
譯
せ 
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れ
た
る
エ
業
訐
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論
^
^-
佳

-?
.

^K

私ku
l
a
tion)

は
、
經
營
理
論
の
討
宄
に
は
最
も
多
く
引
用
せ
、ら
れ
を
文
觀
0;
.
'
1で
あ
ら
シ
.°
而 

も
敎
授
が
其
の
：.硏
究
を
常
に
淸
觥
な
る
問
題
に
對
し
て
不
斷
に
擴
大
せ
.ら
れ
つ 
> 
あ
る
匕
と
姑
斯
學
# :
れ
等
し
ぐ
：認
め
：る
と
こ
，.ろ
で
あ
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敎

瘦
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對

し
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數

年

來
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敗

0
中
心
：#
§
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^
問
題
は
恐
6 -
く
ナ
チ
ん
獨
逸
に
於
い
‘
.て
個
胤
經
營
經
觀
が
：_
付
な
る
經
營
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策
^
以
つ
て
こ
の
協
同
理
念
を
蕋
抵
と
す
る
.經
濟
.組
織
に
適
應
.せ
ん
と
す
る
か
、.
如
，何
.な
る
點
に
於
v >
て
從
來
の
經
營
友
法
を
轉
換
せ 

ん
i

す
る
か
に
あ
つ
た
こ
と
X
思
ふ
。
こ
れ
に
對
す
る
闾
答
は
多
々
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
敎
授
が
特
に
こ
れ
に
就
い
て
取
上
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た
問
題
は
經
營
內
に
於
け
る
計
算
制
度
の
改
善
で
•あ
つ
た
。
從
來
の
^

^
計
算
制
度
を
し
て
、‘
こ
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'
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體
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義
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赦
制
に
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し
亡
十
分
、
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供
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經
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社
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づ
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授
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硏
究
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一
端
を
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表
せ
る
も
の
で
あ
る
？
而
し
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今
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に
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す
る
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.
現
街
行
は
る
、
企,

箭

蓉

_

■

成
は
自
由
8

的
或
は
個
人
主
誇
原
理
の
上
に
立W
し
て
ゐ
る
。
管
に
今
や
蜀
逸

■の
經
濟
組
織
に
於
け
る
原
理
的
轉
換
は
か

 

>

る
個
別
經
濟.
と
全
體
經
濟
或
は
國
民
經
濟
と.の
有
機
的
關
聯
を
意
識
的
許
割
を
以
つ
て岡

盤
し
よ
ぅ
と
す
る
鑛
經
濟I

展
f

i

t

。
こ

ふ

於

い

て
個
別
唐
經
濟
の
■

制
度
は
單
に
各

自

の

企

の
霧
を
有
す
る
以
外
更.に
國
民
經
濟
的
意
管
有
す
る
局
商
が
强
調.せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
以
つ
て
全
經
濟
政
策
に
對
し
て
計
割

上
合
理
的
資
料
た
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
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許
算
制
度
は
彼
が
興
の
一
般
經
震
濟
學
に
於
い
て
說
明
し
て
ゐ
る
所
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單
f

し
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の
：經
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.の
：經

濟

性

把

替
_

M

軍
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し
て
の
そ
れ
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一
I

揚
す
る
こ
と
に
よ
つ.て
初
め
て
糧
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
か
く
し
て
經
濟
性
は
前
者
の
收
益

性

に
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本
生
產
性
を
以
つ.て
表
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ら
れ
る
生
產
經
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點
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置
く
じ
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要
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經
濟
性
確
定
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爲
め
に
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別
舊
經
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詳
算
制
度
は
如
何
な
る
改
造
が
行
は

る
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來
の
奪
義
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用
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し
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經
濟

法
の
具
體
的
硏
究
は
敎
授
の
今
後
の
硏
究
に
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つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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し
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の
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許
算
上
に.反
影
せ
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石
敎
授
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圖
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第
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に
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0

他
の
賦
課
、
資
本
收
益
で
I

即

ぢ

給

付

の

總

額

よ

り

本

經

貢

外

に

於

，い
て
創

^ .
f

れ
た
る
價
植
と」

て
の
I

付
原
慣
唉
こ 

I

f

 く
こ
：
と
に
よ.つ
て
齡
せ
ら
れ
得
る
。
S

本
I

は
生
産
薄
I

f

し
て
の
資
本
投
下
對
照
表
に
よ
？

補
#

ら

.
れ
て
、

o
即

ち

響

筚

資

本S

I

證

I

し

た

る

念

？

れ

I

る
。

又
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1
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1
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1

國
I

襲
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於

け

る_

比

較

を

行

ふ

上

に

如

何

に

利

用

f

れ

得

る

か

は

後

に

說

く

き

ろ

で

|

。

か

、

る

價
I

^

及

第
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つ
證

1

i

i

l

l

l

l
ず
、

i

露

f

i

l

l

s

j

i

f

 

S
響

I

l

f

。
要

羞

I

證

、
靈

$

l

f

I

I

意
義
：

“

n

t

 

I

行
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れ
て
ゐ
る
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比
較
上
のl

i

f

し
l

i

f

、
實
際
L

比
較
す
る

“

こ
、
に^
題
の
意

義

容す
る
の
で

ぁ..る。
敎

授
は
こ
の
問
題
を
取
扱
ふ
に
當
つ
て
先
づ
經
濟
性
そ
の
も
の
4

f
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I
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^

經
濟
l

i

從
來
經
營
學
上
議
論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
.ぁ
る
、
而
し
て
软
授
.は
こ
れ
を
.一.般
的
に：.

s

 

\ {
-

费
念
に
對
す
る
總
括
的
表
示
な
I

し
、
經
營
に
於
け
る
經
濟
性
を
企
業
經
窗
羞
.產
I

I

分
類
す
る

？

I

は

：更

に

&

述 
l

i

l

l

l f
E

f l
l

_

こ
れ
に
I

せ

靠

る
、

.パ
®

I

濟
性
は
購
I

倉

麗

所

簾

值
I

誠

l

i

f

t

s

る

經

醫

敎

授

書

ー

1

8

に

於

い

て

展

蠢

握

證

I

f

 _
設
け

I

P

け
“

f

た
る

乾

濟

性

.
に

外
な
ら
ぬ
。.
而
し
.

て
此
S

經

濟

性

は

.杓

面

的

特

質

裏

範

疇

ぬ

i

i

,

技

術

的作
用
、
皮
.

係
で
.あ
名
.o輪
記
段
階
計
算
に
於
い
て
'多
;-
<
と
れ
が
.利
用
せ
ら
れ
る
：0
.を
見
る
。
次
に
最
後
の
市
場
作
用
は
謂
.ふ
迄
も
な
乂
市
場
關
係 

に
關
聯
ず
る
も
の
'で
あ
り
、
價
格
變
動
に
於
い
て
表
明
せ
ら
れ
得
る
も
の
即
ち
純
然
た
る
商
業
取
引
に
關
.す
：る
も
の
で
あ
.る
o
其
の
.中 

間
、に
存
す.る
技
術
市
場
的
坐
產
性
は
價
値
を
以
.：つ
允
債
値
を
除
し
.た
：る^;
の
.で
あ
り
、
：前
述
の
資
本
生
產
性
、收
益
挫
及
'び
價
値
麵 

间
轉
等
.は
こ
：れ
に
屬
ず
る

f
:

技
^
的
逢
產
性.又
：漱
沛
場
坐
崩
性
は
爾
記
勞
働
逢
塗
挫
及
が
價
将
的
性

+
る
。
敎
授
TJ
:
斯
樣
に
經
濟
性
を
種
々
な
る
局
面
ょ
り
分
類
し
た
の
で
あ
る
.が
、
然
ら
ば
、
こ0
經
濟
性
計
算
!0
領
域
に
對
し
て
如
可 

.に
實
際
1
患
算f

續
を
■
應
せし
め

て

ゐ
る
'か
oタ*

狻
は
、>
.こ
れ
亡
赚
し
て
經
濟
性
計
篇̂
四
個
の
段
階
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
第
一
の̂ 

階
ば
從
來
企
業
の
計
算
制
度
の
本
體:̂
し
て
.：1
.般
：に
認
.め
ら

；
れ

て

，か

^
簿
記
、
後
旗
價
記̂

.銃
；；Is:

を
包
含
す
る
種
々
.：な
る
特
殊
計
箅 

の
全
體
で
あ
る
。
其
の
任
務
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
相
互
に
對
立
せ
し
め
ら
る
べ
き
利
用
と
費
用
の
量
を
決
定
し
、、
其
の
基
礎
め
上

.に
固
- 

M

鱗
他
表
驢
^
縛
ル
务
す
^

ゆ̂
で
令
^
;前
述
價
値
創
造
訐
算
資
本
投T
i算
及
说
其
の
統
Bt
の
如
き
は
總
て
こ
れ
に
屬
す
る
卩 

郎

戎
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；
纏
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■
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道
要
為
る
：手
段
だ
石
咚0
で
あ
る
.
0
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1ー
：
の

顧

階

せ

多

.數
^;
濟

性
*
間

に

；
於

げ

^

の
.確
淀
に
存
す
る
。
即
ち
經
濟
性
が
其
の
市
場
作
用
又
は
技
’術
作
用
を
通
し
て
如
何
な
る
影
響
を
蒙
む
る
か
を
確
定
す
の
も
の
で
あ 

る
。
例
へ
ば
原
惯
の
操
業
率
乂
噃
註
文
に
對
す
る
影
響
の
計
算
：の
如
意
は
こ
れ
で
，あ
.る
o
;以
上
の
段
階
迄
は
進
歩
.せ
^
企
業
に
於
い
て 

多
か
れ
少
か
れ
實
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
三
の
段
階
は
前
二
者
と
は
稍
々
趣
を
異
佐
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
こ
れ
等
の 

經
濟
胜
の
批
IT
に
賺
す
名
-̂
.0
で
あ
^
0.

雜
て
の
批
評
が
批
評
の
.基
準
を
要
す
る
如
く
、
現
實
の
經
濟
性(

I
s
t
-
w
i

-HtschaJftlichkeit) 

は
規
脆
た
る
經
濟
性(

s
o
li-wirtschaftHqhkat)

を
要
す
る
.0
こ
の
，後
容
の
確
實
に
は
四
個
の
場
合
を
區
別
し
得
るo

即
ち
、

一
自
然 

別
技
術
別
對
象
、
二
、
多
少
と
.%
任
意
的
に
決
定
せ
.ら
れ
た
る
も
の
、
、
例
へ

.ば

.ー
定
期
間
に
互
る
平
均
數
量
の
如
き
、
.三
、
特
殊
の
許 

算
に
各
て
確
定
せ
ら
れ
た
る
數
、
例{

ば
標
準
原
慣
計
第
の
如
き
^
こ
れ
^
あ
”る
-デ
四
ほ
超
經
濟
的
經
營
比
較

^
據
る
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的
經
濟
性
の
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が
こ
れ
で
あ
る
。
以
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階
に
麗
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
は
統
制
經
濟
#
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要
I

羣

 

.で
あ
り
、
面
A

の
四
の
場
合
即
I

經
營
的
比
較
S

る
經
I

確
定
は
前
揭
S

題
の
中
心
に
位
す
る
の
で
あ

る

，

第
四

の

段

階

:
議

潘
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に
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扭

て

.敎
授
は
經
濟
#
1黏
の
粮
據
と
し
て
の
蕾
比
較
を
硏
究
す
る
に
當
り
、
先
、
響

比

醫

體

の

發

展

を

紫

_」

、
今
日
ゥ 

そ
れ
は
國
S

濟
的
或
は
經
濟
政
策
的
任
務
と
し
て
の
各
經
營
湾
間
に
於
け
る
比
較
の
重
要
な
る
を
指
摘
す
る
。
而
し
て
如
X
る
比 

較
を
行
ふ
に
際
し
、
前
記
超
經
營
的
比
較
許
算
を
利
用
す
る
こ
言
以
つ
て
愛
當
で
あ
る
急
へ
る
；
而
し
て
か
4

比
較
社
を
は
足 

來
极
究
せ
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
。
シ
ュ
了
レ
ン
。ハ
ハ
の
如
き
旣
に
早
く
其
の「

原
價
S

と
價
格
政
策」

に
於
い
て
生
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產
原
價
及
生
麖
糨
成
に
ょ
る
經
營
比
較
を
提
唱
し
て
ゐ
t

と
は
人
の
ょ
く
知
る
と
こ
ろ
で
I
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而
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す
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然
ら
ば
共
の
方
法
は
如
何
。
ぞ
は
生
產
收
益
蚀
の
利
用
で
あ
る
。
こ
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そ
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す
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而
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こ
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の
幾
何
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的
中
位
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が
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所
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生
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、
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以
上
を
似
つ
て
統
制
經
濟
に
遞
應
せ
ん
と
す
る
1

の
經
緯
を
述
ベ
た
の
で
あ
る
が
、
勿
論
問
題
は
尙
經
營
內
に
於
け
る
經

濟

性

比
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崔
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經
濟
政
策
と
關
聯
す
る
經
營
政
策
上
の
問
題
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
尠
く
と
も
、'

個
別
坐
產
經
濟
が
各
.々
そ
の
全
體
經
濟
に
對
し
て
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有
機
的
關
係
を
保
持
し
ー
こ
れ
が
調
和
的
統
制
を
針
る
上
に
最
も
重
要
な
る
資
料
を
供
給
す
ベ
く

其
の
訐
窩
制
度
を
改
善
す
る
こ

と

は
 

B
本
に
於
い
て
も
十
分
注
目
せ
ら
る
べ
き
事
實
で
あ
ら
ぅ
。

レ
！
マ
ン
敎
授，0

本
說
‘に
就
い
て
批
評
を
な
す
べ
き
餘
地
の
存
す
る
様
に
；
 

思
は
れ
た
が
、
そ
は
他
の
機
會
に
讓
り
、
こ
、
で
は
杓
容
の
ー
班
を
紹
介
す
る
こ
と
.に
±.
,め
た
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